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要約：本研究は、愛育病院NICUを退院した極低出生体重児の修正1歳6か月時の発達特徴をとらえること

を目的として、新版K式発達検査の結果を分析したものである。対象は、明らかな神経学的障害のない170

名（男児84名、女児86名；平均出生体重1088g，平均在胎週数29週3日）である。そして、「姿勢・運動」

「認知・適応」「言語・社会」の3領域の発達指数を性別、出生体重、在胎週数の要因別に比較分析・検討

した。また、各領域の下位検査項目の通過率についての分析も行なった。結果は、修正1歳6か月時の発

達は3領域とも標準発達の範囲内にあった．「姿勢・運動」領域が標準の下のレベルでもっとも遅れていた

が、その結果には下位項目の特性による影響が推察された．要因分析からは、「言語・社会」領域に性差が

みられた。出生体重は、全領域との関連がみられ、特に750g未満群の遅れが顕著であることや言語発達は

表出面の発達との関連が示された。在胎週数は、「言語・社会」以外の領域で関連が認められた。さらに、

これらの結果について検査場面の観察、保護者からの情報を含めて考察した．

見出し語：極低出生体重児、修正1歳6か月、発達、新版K式発達検査

Research on the Very Low Birth Weight(VLBW) Children's Development (1)

The development at 1 and half year of corrected age
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Abstract＝This　study　examilled　developmental　features　at　l　and　halfyear　ofcorrected　agefor　chilαrell

who　were　bom　with　very　low　birth　weight．The　respollses　of170child』ren（84male，86femalel　the

average　of　btrth　weight　is1088g，the　average　of　gestatiollal　age　is29w3d』），1eft　Aiiku　Hospital　and．not

having　malor　neurologicahmpalrments，were　analyzed　by　Kyoto　Scale　ofPsychologica玉Developmellt．

The　meanonthreeDQ，“Postural－Motor”，“Cognitive・Adaptive”and“Language－Socia1”，comparedwith

fbllowillg　variables；sex，btrth　weight，εmd　gestational　age．Furthemlore，the　passable　ratios　of　the

subordinate　items　in　each　DQ　scale　were　examined．The　results　indicated　that　the　development　at　l

and　half　year　in　three　fields　of　DQ　was　within　the　normal　range．While　the　developmellt　of

“Postural－Motor”filed　showed　the　lowest　score，“Cogr丘tive。Adaptive”field　indicated　the　highest　and

“Lallguage－Social”丘eld　came　next．The　result　ofthe“Postura1－Motor”且1ed　suggested　the　h1且uence　of

sub－items　characteristics．In“Language－Social”field，sexual　distinction　was　apparellt，ill　other　words，

female　children　showed　higher　scores．The　variable　of　btrth　weight　coHelated　with　all　three　fields．

Especially　the　mean　of　the　less　than750g　btrth－weight－group　was　the　lowest　leveL　Gestatioml　age

sigl1置cantly　coH・elated　with　two　fields，except“Language－Social”．

Key Word: the very Iow birth weight children, 1 and half year of corrected age, development

Kyoto Scale of Psychological Development
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1。目的

愛育病院では、1996年よりNICUを退院した極低出

生体重児のフォローアップを行なっている。そしてフ

ォローアップでは、少なくともキーエイジといわれる

時期（修正1歳6か月、3歳、6歳、9歳）に発育・

発達を評価することが計画され、実施されている。

子どもたちのよりよい成長・発達を支援するために

は各年齢段階の極低出生体重児の発達特徴を明らか

にすると同時に、発達的変化を縦断的にとらえること

が大切と考える．そこで、本研究では、その第…段階

として、修正1歳6か月時の発達状況や特徴を明らか

にすることを目的とした．

”，対象および方法

1．対象

　1996年3月から2002年12月までに出生し、愛育

病院MCUを生存退院した児のうち、検査当日、出産

予定日を基に算出した修正年齢が1歳6か月～1歳8

か月の児を対象にした。また、歩行不能の脳性麻痺、

てんかん、聴覚障害、視覚障害など障害をもつ児（計8

名）を除いた。その結果対象児の人数は170名（男児84

名、女児86名）である。

　対象児の平均出生体重は、1088g（範囲458g～

1496g）であり、平均在胎週数1よ29週3日（範囲

23週1日～37週2日）である．

2。方法

新版K式発達検査の結果を発達の指標とした。

検査結果は、以下の2つの観点から分析を行なった．

1）3領域（「姿勢・運動」「認知・適応」「言語・社会」）

　の発達指数の検討

2）3領域の下位項目の通過率の検討

そして、1），2）についで性別、出生体重および

在胎週数による要因で比較検討した．

”1．結果

1。3領域の発達指数

　r姿勢・運動」、r認知・適応」、r言語・社会」r全

領域」別の発達指数（DQ）を全体、性別、出生体重

別に求めたものが表！～4－2である。

　なお、全体傾向については暦年齢で求めた発達指

数と修正年齢で求めた発達指数を比較検討した力斗そ

の他はすべて修正年齢による発達指数で検討した．

　また、出生体重と在胎週数の群分けについては、今

回は模索的な分析として、2通りの群分けを試みた．

　出生体重は、超低出生体重児（1000g未満〉と極低

出生体重児（1000g以上1500g未満）と比較し、さ

らにそれぞれを250g区切りの4群に分けて検討した。

　在胎週数については、いわゆる「超早産」とされる

26週と、対象児の在胎週数の平均値を区切りとする2

通りの群分けを行ない検討した。

　なお、各表には対象人数（N）を示した力叉分析上

欠損値が存在するため、各セルの有効数は異なる．

群の比較は、2群については丁検定を行ない、4群

については分散分析の後、TukeyHSD法を用いて多

重比較検定を行なった．その結果、有意な差のみられ

た領域と有意確率を表下に示した．これらの統計処理

には、統計ソフトウェアSPSS　VbLll．0を使用した。

1）暦年齢と修正年齢による発達指数の比較

極低出生体重児の発達については、3歳くらいまで

では修正年齢を用いることが一般的である。

　しかし、今回は、参考までに暦年齢による発達指数

を算出した（表1）。

表1発達指数の平均値：全体

暦年齢と修正年齢による指数の比較0はSD

領域

姿勢・運動

認知・適応

言語・社会

全領域

暦年齢

N＝170

修正年齢

N＝170
78．1

（11．2）

88．2
（11．8）

90．3
（12．1）

102．0
（12．7）

82．9
（13．2）

93．8
（14．5）

87．3
（10．8）

98．6
（11．2）

予測された通り、暦年齢による発達指数をみると、

r認知・適応」領域は正常域である賦r言語・社会」、

「姿勢・運動」領域は境界域であり、1歳6か月時点

では暦年齢で発達をみることが厳しい状況といえる．

　一方、修正年齢でみると、すべての領域が正常域と

なる．なお、他施設における修正1歳半時点の発達検

査結果1）2）と比較すると、同様の値、もしくはそれ以

上の結果であった。

極低出生体重児の発達特徴としては、次のことが明

らかとなった。

修正年齢で見ると、3領域ともに正常発達の範囲に

入る．中でもr認知・適応」領域がもっとも高くて平

均の発達を示し、次いで「言語・社会」領域（標準点
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100を下回るが平均の範囲である）という結果であっ

た。そして「姿勢・運動」領域は平均の下にあたりも

っとも低く、修正1歳6か月時点では、運動発達面が

もっとも遅れていることが明らかにされた。

2）1甥11による比較（表2）

領域別発達指数を男女別に求めたものが表2である．

表2　発達指数の平均値1性別　0はSD

　　性別
領域

男児

N＝84
女児

N二86
姿勢・運動

86．8
（12．4）

89．6
（11．0）

認知・適応
9軌9

（14．3）

103．9
（10．6）

言語・社会・ 90．5
（157）

96．9
（12．6）

全領域b
96．4

（12。9）

100．7
（9．0）

a：pく006　b：p〈018

　3領域ともに、女児の方が男児よりも発達指数が高

く、中でも「言語・社会」領域については、統計的に

有意な差が認められた。

また、言語領域の影響と思われる賦全領域におい

ても有意な差が認められた．

3）出生体重による比較（表3－1，表3－2）

出生体重が1000g未満の群と1000g以上1500g未

満の群の比較をしたものが表3ヨである．

表3－1出生体重群別（2群》　　　OはSD

　　生体重
領域

姿勢・運動・

認知・適応め

言語・社会・

全領域d

10009未満
　　N＝59

1000g以上
　N二111

85．5
（12．6）

89．6
（11．1）

97．3
（13．6）

104．4
（11．5）

88．7
（16．3）

96．5
（12．7）

94．2
（12．3）

100．9
（9．9）

a二pく037　b二pく001c二pく003d二pく001

表3－1から、超低出生体重児群（出生体重1000g

未満）と極低出生体重児群（出生体重10009以上1500

g未満）の間には、すべての領域で統計的に有意な差

が認められた。超低出生体重児群は、極低出生体重児

群よりもすべての領域で発達が遅れている、すなわち、

出生体重は、修正1歳6か月の発達に影響を及ぼして

いることが示された。

次に、出生体重を750g未満、750g以上1000g未

満、1000g以上1250g未満、1250g以上1500g未満

の4群に分けて比較したものが表3－2である。

表3－2出生体重群別（4群） 0はSD
　　　生体重
領域

＜750
N＝25

＜1000

N；34
＜1250

N＝54
＜1500

N＝57
姿勢・運動・

79．6
（14．4）

89．5
（9．7）

88．2
（12．5）

91．0
（9．5）

認知・適応b
89．5

（15．9）

102．6

8．5

102．9
（11．5

105．9
11．3）

言語・社会・ 85．5
（177）

91．0
（15．1）

96．3
（11．9）

96．7
（13．6）

全領域d
87．2

（15．1）

98．7
（7．3）

99．3
（10．3）

102．5
（9．3）

a：〈750群と他の3群問に有意差　p〈．001～．Ol8

b：〈750群と他の3群間に有意差　pく000

c：〈750群とく1250・〈1500群間に有意差pくOl3，pく009

d二く750群と他の3群間に有意差　p〈．000～．001

表3－2に見られるように、超低出生体重児群の中で

も750g未満群の発達に顕著な遅れが認められること

が明らかになった。

750g未満群の発達指数をみると、「全領域」、「認

知・適応」、「言語・社会」領域は正常発達の範囲であ

る賦　「姿勢・運動」領域は境界域の発達水準である．

極低出生体重児全体の「姿勢・運動」領域の発達も

3領域中もっとも遅れていることが認められたが、中

でも出生体重750g未満の子どもたちの遅れが顕著で

あることが明らかとなった。

参考までに、出生体重と各領域の相関は、「姿勢・

運動」領域がr＝．218、「認知・適応」領域がr＝．343、

「言語・社会」領域がr＝．274、「全領域」がr・＝．367

と相関係数は低い値ではあるが、有意な関係（p＜．000

～
．
0 06）が認められた。

4）在胎週数による比較（表4－1，表4－2》

対象児の在胎週数の平均を目安とし、在胎週数29

週未満群と29週以上群の2群に分けて発達指数を比

較したものが表4．1である．

表44　在胎週数群別（2群） 0はSD
　　飴週数
領域

29週未満

N＝73
29週以上

N＝97
姿勢・運動・

85．4
（12．6）

90．3
（10．8）

認知・適応b 98．7
（13．6）

104．3
（11．4）

言語・社会
91．8

（15．4）

95．3
（13．7）

全領域・
95．7

（12。4）

100．7
（9．8）

a：pく009　b：pく006c：pく005
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さらに、26週未満、26週以上29週未満、29週以

上31週未満、31週以上の4群に分けて比較したもの

が表4－2である。

表4－2在胎週数群別（4群） 0はSD
　　　　生体重

領域
＜26w
N＝20

＜29w
N＝53

＜31w
Nニ55

＜31w
N＝42

姿勢・運動・
86．1

（14．4）

85．1
（11．9）

89．3
（11．4）

91．7
（9．9）

認知・適応b
95．5 99．9

（13．5）

103．5
（10．5）

．105．5

（13．6） （12，7）

言語・社会
94．4

（19．6）

90．8
（13．5）

94．6
（13．9）

96．3
（13．5）

全領域・ 94．0 96．3
（11．6）

99．7
（9．6）

102．3

（14．5） （10．0）

a二〈29w群と＞31w群間に有意差　pく047

b：〈26w群と〉31wp群間に有意差　p〈．028

c：〈26w群と〉31wp群間に有意差pく046

表4－1、表4－2に共通にみられる結果としてr言

語・社会」領域の発達は、在胎週数による有意な差が

認められない。このことは、特記すべき特徴の一つと

いえる。

参考までに、在胎週数と各領域の相関は、「姿勢・

運動」領域がr＝．207、「認知・適応」領域がr＝．227、

「言語・社会」領域がr＝．0．95、r全領鞠がr＝．240

であった．相関係数は低い値ではあるが、相関関係に

おいても「言語・社会」領域を除いた他の領域間に有

意な関係（p＜．003～．008）が認められた。

　2．下位項目の検討

　3領域の下位検査項目について通過できた割合（通

過率）について全体、性別、出生体重別に示したもの

が表5－L在胎週数別に示したものが表5－2である。

下位検査項目は、主として対象児を修正年齢で評価

する場合の該当年齢区分にあたる1歳6か月超～1歳

9か月以下の階級（以降rl：6～1：9」級と表記）の

課題を中心に、加えて前後の階級の項目合計24項目を

選択した。本検査の性格上、領域によって選択した項

目数に違いがみられる。

なお、新版K式発達検査は、標準化の際に下位項目

の年齢級別配当に当たって、50％通過年齢を用いてい

る。本研究では、それぞれの下位項目の通過率を検討

した．検討した下位項目は、以下の通りである．

㈲　r姿勢・運動」領域

　r歩く2・3歩」r片手支持登る」（以上rl：0～1：

3」級〉、「片手支持降りる」（「1：3～1：6」級）「手すり

で登降」（「l　l6～l　l9」級」）の4項目である。

なお、1：9を超える階級については、ほとんど通過

できていないため検討項目から除外した。

（B）r認知・適応」領域

　「積木の塔3」「はめ板全例無」「円板回転」「予期

的追視」「2個のコップ2／3」（以上「1：3～1：6」級〉、

「積木の塔5」r角板例後1／3」r形の弁別11／5」

「はめ板回転全1／4」「円錯画模倣1「入れ子3

個」「3個のコップ2／3」（以上rl：6～1：9」級）、「積

木の塔6」「角板例前1／3」「形の弁別13／5」（以上

「1＝9～2＝0」級）の15項目である。

（C）r言語・社会」領域

　「指さし行動」（「l　l　O～1：3」級）、「語彙3語」

（「1＝3～1：6」級）、「絵指示4／6」「身体各部3／4」（以

上「1：6～1：9」級）、「絵の名称13／6」（r1＝9～2＝0」

級）の5項目である。

1）対象児全体の特徴（表5－1）

表5－1のr全体」の結果を領域別にみると次の通り

である。

㈹　r姿勢・運動」領域

対象児の修正年齢に対して該当年齢区分にあたる

「1：6～1：9」級のr手すりで登降」は、わずか5％

の通過率であった。一段階前の年齢区分「1二3～1二6」

級の「（階段を）片手支持で降りる」が過半数（56％）

の通過率であった。

⑧　「認知・適応」領域

　「1：6～1二9」級の下位項目計7つのうち、通過率

の最高は「角板例後1／3」（74％）、最低は「形の弁別

I　l／5」（17％）で項目によって通過率に差がみられた。

また、半数以上の4項目は、通過率50％を下回ってい

る．もっとも通過率の低いr形の弁別I　l／5」につい

ては、検査場面での子どもたちの回答の様子から、検

査者が見本を示しても「同じもの」に重ねるという意

味理解がまだ困難なケースが多い印象がある．その他、

通過率の低い「積木の塔5」や「円錯画」からは、手

先の操作の巧緻性や視覚と運動の協応性の発達の未熟

性がうかがえる．一段階前のrl：3～1：6」級の下位

項目5項目すべては、通過率が63～96％で過半数を超

えている。

（C》「言語・社会」領域

　「1：6～1：9」級の下位項目r絵指示4／6」、「身体

各部3／4」は、27％、26％で低い通過率であり、一一段

階前の「1：3～1：6」級の下位項目「語彙3語1は81％

の通過率であった。

修正1歳6か月時点では、ほとんどの子ども（94％）
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に指さし行動がみられ、約8割の子どもに有意味語3

語が現れている。しかし、言われた名前の絵や身体各

部（目，鼻口，耳）を指さすことができる子どもは3割

弱であることがわかった。

以上から、出生体重の要因は、「姿勢・運動」「認知・

適応」「言語・社会」の3領域の下位項目において関連

が認められ、有力な影響要因と考えられることが示さ

れた。

2）性別による比較（表5－1）

すでに表2で示したように、領棚llの発達指数の比

較において「言語・社会」領域のみに男女間の有意な

差が認められた。下位項目の通過率についても同様に

「言語・社会」領域のみに有意な差が認められた．具

体的には、r指さし行動」、r語彙3語」、r身体各部

3／4」の3項目である．「絵指示4／6」は有意差が認め

られなかった煎女児の方が11％も高い値である．

以上から、修正1歳6か月時点では、言語発達全般

で男児が女児よりも発達が遅れていることがわかった。

3）出生体重による比較｛表5－1）

　出生体重が1000g未満の群と1000g以上1500g未

満の2群比較、および出生体重750g未満750g以上

1000g未満L　lOOOg以上1250g未満、1250g以上1500

g未満の4群の比較を示したものが表5－1である。

　2群比較および4群比較の両者に共通してみられ

ることは、すべての領域の下位項目で有意な差が認め

られたということである。

　「姿勢・運動」領域では、特に「片手支持登る」で

出生体重750g未満群とそれ以上の群との間に大きな

差が認められることが明らかにされた．「片手支持降り

る」においても同様の結果が認められた。

　「認知・適応」領域では、該当年齢区分の一段階前

である「1：3～1：6」級の下位項目はヨ全体の平均通

過率が79％で高い通過率が得られている．一方、この

階級において4群の間に有意な差がもっとも多く認め

られた。出生体重750g未満群の通過率が他群と比較

して顕著に低く、「積木の塔3」と「はめ板全例無」

は35％であった．対象児全体でみると、認知発達面は

3領域中もっとも成績がよく平均の発達を呈している

力乳出生体重の小さい超低出生体重児、中でも750g

未満の子どもについては、年齢区分「1二3～1：6」級

の下位項目でも通過の難しいものが多いことが明らか

にされた。

　「言語・社会」領域では、「語彙3語」において、

2群比較においても4群比較においても出生体重が小

さいほど通過率が低いという有意な差が認められた。

出生体重は、特に言語表出に関わる項目に関連して

いることがうかがえる。

4）在胎週数による比較（表5－2》

　ここでも、対象児の在胎週数の平均を区切りとし、

在胎週数29週未満群と29週以上群の2群、さらに、

26週未満、26週以上29週未満、29週以上31週未満、

31週以上の4群に分けて比較した。

各領域別の発達指数の比較（表4－1、表4－2参照）

では、「言語・社会」以外の領域で在胎週数による差が

認められた。しかし、下位項目をみると、2群比較で

は「言語・社会」領域の「身体各部3／4」においても

有意な差が認められている．ただし、4群比較の「身

体各部3／4」では、26週未満群は26週以上29週未満

群よりも通過率が高く、また、4群間に有意差は認め

られなかった。

在胎週数については、もっとも週数の短い26週未

満群に必ずしも通過率が有意に低いという傾向はみら

れず、29週で群分けした2群比較の方が4群比較の場

合よりも多くの下位項目に有意差が認められた．

以上から、在胎週数と「認知・適応」領域のいくつ

かの下位項目との間には有意な関連が認められる拭

その他の領域には一定の傾向は認められなかった．

lV．考察

1．極低出生体重児の修正1歳6か月時の発達特徴

愛育病院MCU退院の極低出生体重児について新版K

式発達検査により発達を評価したところ、修正1歳6

か月時の3領域の発達指数は、すべて正常発達の範囲

に入る．中でも「認知・適応」領域は平均の発達水準

で3領域中もっとも高く、一方r姿勢・運動」領域は

平均の下の発達水準でもっとも発達が遅れていること

が明らかにされた。

金澤らによると3）、定頚、独座、這う行動、つかま

り立ち、独歩を初期運動発達の指標（milestOIle）とし

て、その初発月齢を超低出生体重児と対照群（成熟児）

とで比較した結果、超低出生体重児の方が有意に遅い

ことが示されている。しかし、「姿勢・運動」領域の下

位項目は、項目数が各年齢区分で1～2個しかなく、

内容が階段の登り降りの可否であるため極低出生体重

児にとっては通過しにくい可能性も考えられる。なぜ

ならば板橋ら4）によると極低出生体重児の発育につ
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いて乳幼児身体発育値の10パーセンタイルを越える

時期をみると、t体重，身長1については、750g～1000

gの男女は［22か月，30～36か月1、1000g～1250gの

男児116か月，30～36か月］、女児115か月，24～30

か月1、1250g～1500gの男児［13か月，21か月1、女

児［10か月，14か月1である．このことを裏付けるよう

に、修正1歳6か月時点での極低出生体重児の体格は

まだかなり小さいため、通常の階段は段差が大き過ぎ

る場合が多く、登り降りが困難であることや危険であ

るという理由で保護者が抱いて登り降りし、階段の登

り降りの経験のないケースが少なくないことを筆者は

多く経験している。したがって、極低出生体重児の初

期の粗大運動発達については、どのような側面につい

て評価したかを検討した上で結果を読み取ることが必

要である。

　「認知・適応」領域の下位項目の検討からは、手先

の操作の巧緻性や、視覚と運動の協応性の未熟性がう

かがわれた。従来の研究では、学齢期の極低出生体重

児、中でも超低出生体重児の視覚と運動協応の障害が

多く報告されており、LD（学習障害）や多動性障害

などの問題の出現率が高いという指摘もされている3）

5）．修正1歳6か月時点の手先の操作の巧緻性や、視

覚と運動の協応性の発達と学齢期のLD（学習障害）

や視覚と運動協応の障害との関係については、今後縦

断的な研究によって検討をしていきたい。

　なお、検査場面で同席している母親の話しによると、

通過率の低かった「積木の塔5」や「円錯画」につい

ては、積木で遊んだことがない子どもやクレヨンや鉛

筆を検査時点まで持たせたことがないという子どもが

多い。したがって、検査時点までの経験の少なさが発

達状況に影響を与えていることが推察されるが、極低

出生体重児の経験不足の実態については、さらなる調

査が必要とされ、今後の検討課題としたい．

　また、検査場面における極低出生体重児の行動特徴

としては、特に修正1歳6か月頃は、注意の集中が難

しく、落ち着きがなく、動きが多い印象がある。「積木

の塔5」「円錯画」などの課題の遂行には、手先の操作

の巧緻性などに加え、注意の集中の持続も必要である

ため、達成力灘しいと考えられる．

　「言語・社会」領域の下位項目の検討からは、該当

年齢の項目である「絵指示」（言われた名前の絵を指

示〉や「身体各部」（自分の目，鼻口，耳を指示）が通

過できた子どもは3割弱で、標準よりも約20％低いこ

とが明らかにされた。

　これらの結果には、言語の理解面の発達とともに、

注意の持続の問題の関連も推察される．「絵指示」項目

は、まず検査者の質問に注意を向け、さらに絵を注視

して指示しなければならないが、このような課題に対

しては応答が難しい場合が多い．また、保護者の話し

から、「身体各部」の名称を検査時点まで教えたことが

ないというケースが多いことも事実である．同年の成

熟児と比べて身体の大きさが小さく、幼くみえる極低

出生体重児に対して、「身体各部」などの名称を「教え

ても分からないと思っていた」という話も聞かれた。

　以上、言語発達についても、多動性や注意の集中困

難などの行動上の問題や獲得経験の少なさ（言語環境）

などの問題が関連しているのではないかと考察される．

　ただし、多動性や注意の問題については、年齢段階

の特徴として正常範囲かどうかの判定は難しい時期で

もある．したがって、成熟児との比較などさらなる検

討が必要といえる．

2．性別、出生体重、在胎週数の要因と発達との関係

　について
　1）性別の要因

　「言語・社会」領域のみに、男児の発達は女児よ

りも遅いという性差が認められた。さらに、下位項目

の検討から、修正1歳6か月時点では、言語発達全般

において性差が認められることが明らかにされた．

　1歳6か月頃は、有意味語が出始め、日常の簡単

な言語理解が進み、言語発達の大きな節目の時期とも

いえる。古くはE・ハーロックが、特に話語の発達に

影響する要因の一つとして性別（女子の方が発達しや

すい）の条件を挙げているが、臨床場面においても、

一澱的にこの頃の言語表出面の発達は男児の方が遅

いことを多く経験する．

　以上から、極低出生体重児の場合も男児の方が女

児よりも修正1歳6か月頃の言語発達は遅いといえ

る。しかも今回の結果からは、言語の表出面のみなら

ず全般的な言語発達について遅いという特徴が認め

られた。

　今後、ここでみられた性差がその後どのように変

化していくのかを縦断的にみていく必要がある。

2）出生体重の要因

　「姿勢・運動」r認知・適応」r言語・社会」の3領

域すべてにおいて出生体重が小さいほど発達に遅れ

が認められることが明らかにされた。特に出生体重を

4群に分けて比較検討した結果、超低出生体重児の中

でも750g未満の子どもたちの発達の遅れが顕著に

認められた。
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　したがって、出生体重750g未満の子どもの発達経

過を注意深くみていくこと、そして発達支援を行なう

ことの重要性が示された。

3）在胎週数の要因

　在胎週数は、「姿勢・運動」と「認知・適応」領域の

発達と関連をもつ要因であることが示された．

　一方、「言語・社会」領域については関連が認めら

れなかった。在胎週数の要因が1歳6か月時の発達

　（全領域〉に関連していることは、先行研究において

も示されている6）。しかし、発達領域別に検討された

研究は見当たらず、r言語・社会」領域の発達には在

胎週数による有意な差が認められなかったという今

回の結果は、興味深いものである。しかし、この結果

が示す意味については、今後、さらに対象数を増やし

て検討するとともに、修正1歳6か月以降の言語発達

との関連をみていくことが必要と考える．

また、影響要因として何週を区切りにするとその影

響力が最大になるかについては、今回の分析からは結

論づけられない．対象児の平均在胎週数29週で群分け

を行った場合には、「言語・社会」領域以外に有意な差

が認められた煎さらに4群に分けて比較検討した場

合では、26週未満群と31週以上群との間に有意な差

が認められた．ただし、分析の対象となった群の大き

さ（人数）には偏りがみられたため、今後さらに対象

数を増やし、分析方法を工夫して再検討を行う必要が

ある。

V．結語

極低出生体重児の修正1歳6か月時点の発達1よ修

正年齢でみる限りでは、3領域ともに正常範囲の発達

を呈していることが明らかにされた。また、性別や出

生体重、在胎週数の要因と発達状況との関連性も示さ

れた．中でも修正1歳6か月時点においては、男児の

方が言語発達全般において女児よりも発達がゆっくり

であること、出生体重750g未満の子どもの発達が顕

著に遅いことなどは予測できることではあったが、今

後のフォローアップの際の参考事項になるのではない

かと考える。

さらに、下位項目の検討によって、通過率の低い項

目の中には、極低出生体重児に多くみられる経験不足、

あるいは養育上の問題や行動特徴が関連しているので

はないかと考えられた．ただし、このことはまだ臨床

的な印象の範囲を超えていないため、今後さらなる研

究を積み重ねる必要がある。

Vl．今後の課題

1．修正1歳6か月時の発達に影響を与えている要因

について、今回取り上げた出生体重や在胎週数に加え

て、その他の周産期のリスク要因についても分析を行

なうことである。

2．極低出生体重児の生活経験など養育環境の問題や

多動性などの行動特徴と発達状況との関連性について

の検討である．それらの関連性を明らかにすることで、

極低出生体重児の発達に有益な経験を具体的に提示す

ることができれば発達支援の一つとなりうると考える．

そのためには、対照となる成熟児との比較研究も必要

である。

3．対象児の修正1歳6か月時の発達状況がその後ど

のように変化していくのか、継時的な変化についての

研究を行うことである。
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表5－1下位項目の通過率一性別・出生体動り一 単位％

年齢
性別 出生体重（2群） 出生体重（4群）

領
域 区分

下位項目 全体
男児 女児

1（X㎎

縞
100㎎

肚
75㎎

橘
7晦
10㏄唇

10009

γ職

職
～
1
5
晦

姿 1：0～ 歩く2，3歩 95 95 94 95 95 92 97 93 97

勢
1：3

一　　冒一　－　　｝　　幽　　曹　　甲　　一　　，　　『　　ロ　　ー　　一　　一　　一　　一　　一　　曽　　｝　　一　　一　　一　　一

片手支持登る 　78 　　74 　　83 鷲灘，1薫難 欝懸蕪驚羅i撚灘1 薫講
り ドXM

●

運 1：3～1：6 片手支持降りる 56 51 62 50 60 雛灘§ll 灘轍1・簿1灘 薄無
動 1：6～1：9 手すりで登降 5 5 6 3 6 8 0 4 9

積木の塔3 68 61 74 欝藁醗 灘離．難雛驚羅灘蒙 鷺難 驚辮

1＝3～

1：6

一　　一　　薗　　P　　甲　　闇　　層　　曽　　1■　　一　　一r　一　　薗　　一　　一　　▼　　F　　¶　　冊　　膠　　■－　　7　　一

はめ板全例無
膵　　｝　　騨　　一　　『　　 ，　　冒　　一　　－　　一　　一　　一　　甲　　串　　r　　¶　　　押　　層　　騨　　騨　　曜　　，　　一

円板回転
嘗　　一　　一　　噌　　嚇　　F　　層　　■一　一　　甲　　■　　一　　鞘　　幽　　幽　　一　　一　　幽　　陣　　一　　一　　F　　一

軸　　　一　　　一　　　曽　　　一　　　騨　　　甲

　63
一　　　曽　　　薗　　　曹　　　一　　　廓　　　7

　87

　　61

　　84
甲　　　甲　　　一　　　盧　　　甲　　　r　　　一　　　榊　　　，

　　66

　　91
一　　一　　　■　　一一　一　　　障　　■　　卿　　騨

箪・届rげ榊・騨肇瘍ノ畜r謄

　　53
驚i羅1，
鯵』魯瞥齢む脳・簿鵡

一・一層一」仙心ザら菅

　　69

羅蕪

蟹機鱒態．

歪
窪1欝襯

甘3蚕描螺・｝瓢ζひひ

　禰蕎

蕪鰍豪
礎顕ら・並弊藩拶事欝

鍵鱗
　簿麟
く畿騰蟻榔ひレむ繍畜

雛灘
鷺灘

毒・毒冨‘．曾ひ旨鄭漁

予期的追視 96 95 96 93 97 91 94 94 100
層甲’甲一”””””τ”甲騨一

2個のコッフ2／3
一　　　一　　　　一　　一　　　隠　　　－　　　一

　80 　　76 　　85 饗灘i欝羅il
麟鱗 灘磯嚢 ・鱗羅 蕪鰺三

積木の塔5 33 32 33 22 38 撰
、

．鱗 幾灘姜1 ㌶叢蕪 勲蘇
一　曹曹｝　F胴幅　，『　7　雪一一曹一嘗一塵一一一一　甲

」昏一・＿」・■’‘》＿． ［‘〆騨rげ一Pボ鞘P“■噛’ ，諭静，篇；閲璽
一1一鼻一戸ポ“塙沙

認 角板例後∬3 74 69 80 68 78 54 78 76 80
知 曹　　　一　　　一　　　響　　　一　　　辱　　　7　　　扁　　　騨

● 形の弁別11／5 17 15 19 16 17 4 25 21 14
適 1：6～

一　　冒　　暫　　－　　一　　一　　辱　　，　　甲　　一　　冒　　匿　　雪　　曽　　暫　　曹　　一　　一　　畠　　一　　一　　一　　一

はめ板回転全1／4 60 57 62 49 65 35 59 61 69
応 1二9

”　　曹　　冒　　曾　　－1　瞥　　曹　　曹　　一　　一　　甲　　一　　1響　　冊　　需　　r　　冒　　一　　”　　一　　一　　－P　曹 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　F　　　叩 一　　一　　ロ　　曹　　巳　　一　　榊　　騨　　臼

円錯画模倣 33 31 34 23 38 13 31 32 44

入れ子3個 65 62 68 64 66 48 75 67 65
一　　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　－　　－　　F　　訥　　暫　　一　　一　　一　　一　　一　　｝　　一　　りー　尋　　一　　” －　　　一　　　凹　　　一　　　騨　　　r　　　，　　　曽　　　一 r　　　r－　　　一　　　甲　　　P　　　『　　　一　　　曽　　　一

3個のコツプ2／3 41 37 44 39 42 42 38 39 44

積木の塔6 17 17 17 9 20 9 9 13 28
1：9～ 罰　　叩　　－　　冊　　一　　曽　　冒　　一　　一　　薗　　臼　　甲　　，　　冊　　7　　F　　冊　　門　　，　　一　　■－　　，　　一

角板例前1／3 44 36 51 34 49 29 38 54 44
2：0

暫一雪臨曹一曹一一榊需肝田　■一馳一一一　一曹曹一

形の弁別13／5 10 ll 9 9 11 4 13 13 8
1：0～1：3 指さし行動 94 ※癬1琴、灘鱗 92 96 84 97 96 95

舌
口 1：3～1：6 語彙3語 81 灘矧1灘鍵蒙 ．お欝

・
「
．灘1、繋磁、撫 還「霧蓄 戴il ．謀磁

語
● 1：6～ 絵指示416 27 22 33 29 27 29 28 36 18
社
△
、

1：9
一　　，　　臼　　　一　　甲　　甲　　 －P　　■　　　，　　帰　　I－　　嘗　　曹　　曹　　一　　一　　一　　一　　甲　　｝　　－■　　甲　　　，

身体各部3／4 　26 難難・鍔騨☆マPガ｝
　・難． 　　20 　　30

藺　　　一　　　r　　　一　　　曹　　　『　　　薗　　　一　　　一

　　13 　　25 　　28 　　31
云 1：9～2：0 絵の名称13／6 3 3 4 2 4 4 0 0 7
注1）2群比較のセルで網掛けをした箇所は、カイ2乗検定においてFisherの直接法によって正確有意確率が

　　有意（p＜．000～．05〉であった。

注2）4群比較のセルで網掛けをした箇所は、Pearsonのカイ2乗検定において、漸近有意確率が有意（pく．．000

　　～．025〉であった。
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安藤他：極低出生体重児の発達研究（1）

表5ぞ下位項目の通過率一在胎週数別一 単位％

領
域

年齢

区分
下位項目 全体

在胎週数（2群） 在胎週数（4群》

29w
未満

29w
以上

26w
未満

26w
～29w

29w
～31w

31w
以上

姿
勢
・
運
動

1：0～

1：3

歩く2，3歩
一　　『　　層　　一　　”　　一　　一　　甲　　騨　　卿　　印　　一　　薗　　一　　一　　騨　　一　　、　　一　　一P　国　　』　　一

片手支持登る

　95
瞬　　　闇　　　雪　　　一　　　一　　　，　　　軸

　78

　　93

　　72

　　96

　　83

　　95

　　60

　　93
一　　層　　甲　　1■　　一　　｝　　瞬　　層　　一

　　77

　　93

　　80

　100
　　88

1：3～1：6 片手支持降りる 56 溶雛鱗： ．、鯵 40 48 62 68

1：6～1二9 手すりで登降 5 4 6 10 2 7 5

認
知
・
適
応

1：3～

1二6

積木の塔3
－　　　，　　響　　一　　｝　　一　　P　　7　　『　　一　　”　　一　　F　　騨　　『　　一　　輪　　甲　　』　　　』　　　－　　一

はめ板全例無
一　　巴　　唱　　－　　騨　　，　　一　　，　　田　　｝　　一　　暫　　層　　曹　　曽　　マ　　甲　　q　　一　　一　　一　　薗　　一

円板回転

予期的追視
一　　曹　　－P　冒　　榊　　『　　冒　　一　　層　　甲　　甲　　F　　』　　甲　　，　　幽　　甲　　“　　購　　u　　巴　　一　　

2個のコツプ213

　68
r　　　一　　　巴　　　暫　　　甲　　　，　　　甲

　63

　87

　96
開　　　冊　　　，　　　卿　　　一　　　一　　　一

　80

鴬縮麟
一矩矯篠）櫛・膨悩匁3

　　59

　　83

　　93

驚羅

簿嫌
亀帰焔㌔猛舗“一鵡舗

　　66
一　　　隅　　　隔　　　r　　　一　　　一　　　一　　　薗　　　一

　　90

　　98

薫議

難辮
・窟・旨・）≧こ」層」管榊

　　42

　　74
－P　　－　　－　　 －　　観　　甲　　甲　　曹　　一

　　94

難馨欝

　ノ・燐1鎌
■．ガー一f」》』㌔藤』

　　66

　　86
－　　P　　昌　　胴F　胴P　一　　隔　　一　　冊

　　92

鱗羅

蓉篠　
・‘転・狛婿、）ひ↓，一父

　　67

　　89

　　98

騨難

鷺韓…！

勉噛r一一舗・魯～嘱瑠』

　　64
櫓　　冊　　曹　　｝　　噛　　噛　　一　　曽　　一

　　92
唱■　曹　　曹　　，　　“　　冒　　q　　p　　－

　　97

難灘

1：6～

1：9

積木の塔5
一　　一　　一　　巴　　唱　　一　　』－　　一　　一　　豊　　一　　薗　　曽　　一　　1』　　曹　　一　　曹　　曹　　r　　r　　r　　一

角板例後1／3
曽　　一　　一　　一　　噌　　－F　一　　，　　髄　　，　　甲　　界　　一　　F　　需　　一　　冒　　騨　　r　　甲　　一　　一　　臨

形の弁別11／5
一　　厨　　層　　一　　闇　　｝　　一　　昌　　辱　　一　　曹　　一　　一　　一　　や　　畠　　一　　一　　』9　圏　　F　　瞬　　，

はめ板回転全1／4
甲　　一　　一　　一　　幅　　－　　一　　一■　一　　－』　一　　－　　一　　一　　曹　　曜　　，　　酔　　r　　響　　一　　騨　　r

円錯画模倣
』　　昌　　一　　冒　　贈　　冒　　騨　　冊　　¶　　一　　甲　　一　　一　　，　　『　　一　　一　　一　　一　　甲　　』　　　一　　甲

入れ子3個
一，一一¶一””””憎薗三一”一甲申

3個のコッフ2／3

　33

　74

　17
F　　　甲　　　一　　　一　　　F　　　一　　　』

　60
一　　　，　　　騨　　　一　　　一P　　甲　　　一

　33
一　　　一　　　“　　　酔　　　，　　　冒　　　門

　65

　41

織羅欝
浮b騒煽鰯’一猛～・■“

　　70
田　　　r　　　P　　　曹　　　噂　　　甲　　　畠　　　臨　　　幽

　　19

　　57

　　24

　　63

　　34

i馨鍵1
・げよ・レー〕＿’」価・冨

　　78

　　16

　　62

　　39

　　67

　　46

　　11
一　　　曹　　　』』　　　曹　　　一　　　一　　　r　　　”　　　F

　　58

　　16

　　37

　　16

　　42
P　　　一　　　一　　　一　　　－　　　－　　　－　　　匿　　　甲

　　37

　　28

　　75

　　20

　　64

　　28
一　　　一1　　鼎　　　謄　　　一　　　r　　　F　　　薗　　　－

　　71

　　33

　　36

　　78

　　14

　　58

　　36

　　66

　　44

　　44

　　77
一　　　冒　　　『　　　F　　　一　　　胴　　　』　　　薗　　　一

　　18

　　67

　　43

　　69

　　49

1：9～

2：0

積木の塔6
畠　　一　　』　　一　　『　　一　　曙　　』酔　　，　　日　　甲　　一　　層　　田　　層　　冒　　冒　　暫　　一　　曜　　｝　　一　　嘔

角板例前1／3

形の弁別13／5

　17

　44

　10

　　10

　　41

　　13

　　21
一　　　』　　　－　　　糟　　　一P　　需　　胴　　　一　　　噌

　　46

　　8

　　5
　　32
騨　　　騨　　　F　　　騨　　　一　　　－　　　一　　　』　　　一

　　11

　　12

　　45
圃　　　F　　　－　　　畠　　　－　　　臨　　　一　　　曹　　　瞥

　　14

　　22

　　42
『　　　，　　　響　　　F　　　q　　　｝　　　r　　　一　　　一

　　4

　　21
－　　F　　一　　塵　　一　　甲　　一　　幽　　一

　　51

　　14

1：0～1：3 指さし行動 94 95 94 85 98 96 91

言
語
・
社
会

1：3～1：6 語彙3語 81 78 83 75 79 84 81

1：6～

1：9

絵指示4／6
一　　申　　暫　　畳　　隔　　一P　”　　騨　　曹　　目　　冊　　需　　P　　F　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

身体各部3／4

　27

　26

　　26
鷺難、、

　　28

驚騒
　　35
一一　一　　闘　　一　　騨　　廉　　P　　一　　闇

　　20

　　22

　　16

　　30
r　　　－　　　一　　　一　　　一　　　r　　　層　　　一　　　1日

　　33

　　27

　　32

1：9～2：0 絵の名称13／6 3 2 4 5 0 6 3
注1）2群比較のセルで網掛けをした箇所は、カイニ乗検定においてFisherの直接法によって正確有意確率が

　　有意（p＜．000～。05）であった．

注2）4群比較のセルで網掛けをした箇所は、Pearsonのカイ2乗検定において、漸近有意確率が有意（pく．．002

　　～．033）であった。
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